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〔はじめまして―さまざまな文化・市民活動を紹介するページ〕  

コール夢詩歌 糸賀 真知子 

コール夢詩歌はこうして生まれた 

 コール夢詩歌（ムジカ）は、まだ産声をあげたばかりの、男性 6 名女性 17 名の混声合唱

団ですが、皆、思いを込めて歌っているので、人数の割には迫力のある歌声が魅力です。  

2016 年秋に、「日本国憲法前文」（林光作曲）と「こわしてはいけない」（窪島誠一郎作詞・

池辺晋一郎作曲）を一緒に歌いませんか？という呼びかけに集まった仲間達で「コール夢詩

歌」は始まりました。 

 戦後 70 年を越えて、これまでずっと日本の平和が守られ続けてきたのは、「日本国憲法」

のおかげだと思います。そしてこれから先どんな事があったとしても、二度と再び戦争を起

こしてはならない！！平和憲法を変えようとしている今こそ、その思いを歌い・伝えたい！ 

 この２曲を中心に、平和への強い思いを支えに、「訴えたいことを、仲間とともに歌い、伝

えあっていける会」にしたい。仲間たちの生き生きした歌への思いや互いの個性の違いも生

かしながら、楽しく歌いたい。皆さんのご意見に耳を傾け、それも生かしながら、指導陣も

検討し、努力を重ねていきたいと思っています。 

 

はと保育園の練習場は 
 
前橋市内のはと保育園で、12月から本格的にコ

ール夢詩歌の練習が始まりました。 

 何と、この保育園は各部屋にピアノがある上、

指導陣も複数（齋藤哲夫、糸賀真知子）で、ピア

ニストも 3名なので、パート練習ができるのです。

パートごとにしっかり練習し、また全体で合わせ

ると、迫力があってわくわくします。 

 練習日は毎週第一土曜日の 18時から 20時まで、

第 3金曜日の 18時半から 20時半まで。 

「歌のびっくり箱」・・・初めてのコンサート 
 
去る 6月 8日、高崎北公民館で第１回コンサー

トを催しました。◆『平和を歌う』◆『一緒に歌

いましょう・覚えましょう』◆『アンサンブル・

弾き語り』の三部構成。『平和を歌う』では、「魔

法の鈴」、「鳥の歌」、「無言館を歌う」、「日本国憲

法前文」を。『一緒に歌いましょう・覚えましょう』

では、「ぞう列車がやってきた」などを。『アンサ

ンブル・弾き語り』では、女声アンサンブル・プ

ッチーニのオペラから「私のお父様」、ピアノ弾き
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語り「多喜二へのレクイエム」、男声アンサンブル

「糸」と盛りだくさんでした。最後は『歌声喫茶』

でお客様とともに楽しみました。 

歌の力          鬼形 幸子 
 
二年前に三か月の入院を体験した私は、今、歌

えることに感謝、喜びを感じている。 

仲間に甘えながら、立ったり座ったりして、歌

わせてもらっているが、詩に力をもらっていると

思う。主に歌っている歌は、林光作曲「日本国憲

法前文」。無言館をテーマに、画学生たちの声なき

声を歌う「こわしてはいけない」（窪島誠一郎作詞、

池辺晋一郎作曲）。そして「鳥のうた」（カタロニ

ア民謡）は、名もなき民衆の祈りのような美しい

メロディ―の曲。私たちコール夢詩歌は、歌いが

いのある曲を歌っていると自負している。 

「ラトビア百年の物語」という番組で歌の力を

感じた。2018 年 7 月、ラトビアは建国百年を迎

えた。ラトビアの人々は歌う民といわれ、一人に

一つの歌があるといわれている。独立を宣言した

政府庁舎を武力で抑えられそうになった時、人々

は人間の鎖で囲み歌った。バルト三国を 200万の

人間の鎖で繋いだ時も、自然に歌が生まれ、これ

が「歌の革命」といわれている。 

これからも歌に力をもらいながら、仲間ととも

に歌っていきたいと思う。 

家事をしていても、口ずさんで 

萩原 由美子 

林光さんの「日本国憲法前文」を歌いたいと参

加しましたが、歌ってみると曲と歌詞が体のリズ

ムに合わなく難しい。なかなか歌えませんでした。

そんな時、男性が独唱したのを聞き、「憲法前文」

の言葉が力強くストレートに伝わってきました。

私も歌えるようになりたいと、ピアノの音や皆さ

んの歌声を録音し繰り返し練習をして、コンサー

トの頃には、家事をしていても「日本国民は…」

と口ずさんでいました。 

今の政権が、改憲に意欲を示しています。国民

的な議論もしないまま進もうとしていることに恐

怖すら覚えます。皆がそれぞれの立場で、表現で、

憲法を護る意志を伝えるのが大事だと思います。

私たちは歌うことで平和を伝えていきます。 

一緒に歌いませんか。大勢の仲間と歌えたらも

っともっと伝わる力になります。 

風通しの良い関係の中で、 

みんなが生き生きできる合唱団に 
小貫 紘子 

みんなの希望や意見を自由に言い合える風通し

の良い関係の中で、個人の意志を尊重しながら、

民主的な運営で、それぞれの声の個性を生かせる

集団指導体制の中で、みんなが生き生きできる、

ここで合唱するのが楽しい！練習に来たいと思え

るような合唱団。また平和へのメッセージが人の

心を打つ歌声とハーモニーになるよう、聴く人々

に何をどう歌うのか、を各自が考え、心を一つに

してレベルアップをめざせる個性のある合唱団に

成長していけたらいいなと思っています。 
 

歌の出前いたします！ 
 

糸賀まで（090・8648・6056） 


